










































































































































































































































































































交趾支那バリア州 37 4，538 3．57％
ビ’エンホワ〃 146 28，377 22。32〃
セヨロン” 7 263 0，21〃
ジアデ’イン〃 306 11，677 9，18〃
ハチエン〃 40 252 0，20〃
タイニン〃 101 8，394 6，60〃
ツ・一ドーモ〃 265 44，633 35，13〃
小　　　　計 902 98，168 77，21〃
カ　　ン　ボ　　ジ　　ア 81 27，265 21，44〃
安　　　　　　　南 17 1，678 1，32〃
ラ　　　　オ　　　　　ス 4 32 0，03〃
ト　　ン　　キ　　　ン 1 0，00〃





















































ゴ　ム　生産量 314，900 410，000 500，000















































































































































































1935 10，882 53，300 20．4
1936 12，097 57，500 21．0
1937 10，421 61，000 17．0
1938 17，281 59，300 29．1







































































































































































































































































































































中　　国　　及　　香　　港 445 617．6 739 503 915
仏本国及同植民地 331 190．1 194 459 428
日　　　　　　　　　本 108 132 104 19 3
蘭　　領　　印　　度 133 119 153 81 70
シ　：ソ　ガ　ポ　一　ル 122 147 85 36 49
ブ　イ　　リ　ツ　ピ　ソ 57 82．7 47 0 8
其　他　の　　諸　　国 110 193 168 123 302
合　　　　　　計 1，287 1，348 1，490 1，221 1，775
合計における中国の百分率 34％ 46％ 50％ 41％ 51％
合計における仏国の百分率 25％ 14％ 一3％ 37％ 24％
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　我国はインドシナ米を1936年には2，000トン37年には1，000トンを買付けているにすぎ
ない。1929年以前は我国は毎年10万トン以上をインドシナから輸入していたが，1930年以
降，我国からの買付が激減している。それはその頃から，我国は台湾，朝鮮，タイ国及び
カリフォルニアの米の輸入によって，食糧の均衡を計るようになったからである。バンコ
ック米及びカリフォルニア米の輸入が，通商協定上，ラングーン米やサイゴン米の輸入よ
りも我国に有利になったからである。
　第2次大戦前，インドシナの米は，サイゴン米の名で主としてサイゴン港から輸出され
ていた。越南人の農民が生産した籾の買集めからそれが精白されて輸出されるまで，主と
して華僑の手によって行われていた。戦前からサイゴンに隣接したシ吊船ンには60余の精
米工場があり，1日6，500トンの白米を生産する能力がある。1931年当時は，1日7，635
トンの精白能力があった。フランス人経営の3つの精米工場を除いて，他は全部，華僑が
経営している。戦前はインドシナの籾は大部分シヨロンに集っていた。南，北ヴェトナム
に分裂以来は，南ヴェトナムの籾は殆んど全部こ㌧に集荷，精米，輸出されている。
　シヨロンは，人口13万余（1931年）の華僑の都市である。インドシナの精米及び輸出業
者の大部分がこ＼に集っている。サイゴン（人口12万余）が，フランス人の都市で，フラ
ンス風の色彩豊な都会であるのに比べて，純粋に中国風の都会である。南支那の広東，
福建，海南島の出身者が多く，広東語が通用している。上海に見られるような宏壮な中華
料理店も多数繁昌している。漢字を看板にした申国人の商店が軒を並べている。
　戦前はインドシナの精米及び米の輸出に関する利益は殆んど全部，華僑や仏人の手に収
められていたが，ヴェトナム政府は独立後，農地改革，米合作社の設置，「運搬，穀物取
扱い，精米」の外人営業禁止令等により，商権iを華僑や仏人の手から，越南人に恢復する
政策をとっている。政治的に独立したが，停戦協定成立後も政局の不安や農村治安状態の
悪化等は依然として解消せず，籾の生産高を著るしく減じ，輸出高も10－30万トンに止っ
ている。
　華僑は，南ヴェトナム国政府の華僑圧迫政策に対抗するために，家族の一員を帰化させ
たり，越南人名義で集荷，精米を行っているが，籾の生産量が激減したので，現在ではシ
ヨロンの精米工場は休業しているものが多い。
　華僑圧迫政策は，タイ国でも1932年の民主革命以来行われている。従来，インドシナと
同様にタイでも，商業を中心として，農業以外の殆んどすべての職業は華僑の手に独占さ
れていた。従来，タイの籾の集荷，精白等は華僑が殆んどすべて行って来た。タイの民族
資本蓄積の根本をなす米の商権を，華僑の手からタイ人に恢復する政策がとられるように
なったのは当然である。
　農村を廻って、籾を買付ける華僑仲買人も政府が保護奨励する協同組合運動のために，
活動する余地がなくなって来た。それに対抗する手段として，タイ国の国籍を得て帰化し
たり，或は農民化したりするものが増加しつ＼ある。
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